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令和７年度 一般財団法人西日本小型自動車競走会事業報告書 

 

本財団は、小型自動車競走法に基づき指定された競走実施法人として、飯塚市

及び山陽小野田市からの委託により、飯塚場及び山陽場において小型自動車競走

運営を実施している。 

令和７年度における本財団の業務としては、事業計画に基づき、公正、安全か

つ円滑な小型自動車競走を実施するとともに、モーターサイクルスポーツの普及

及び振興を図った。 

飯塚場においては飯塚小型自動車競走場メインスタンド整備事業により 6 月中

旬までの休催期間を経て、６月２１日よりメインスタンドオープン記念と称し開

催を再開した。 

ミッドナイト開催については、飯塚市営及び山陽小野田市営とは別に浜松市営

の借り上げ開催を山陽場にて８日（２節）、令和７年度より飯塚場にて４日（１

節）行った。また、去年度より本格導入された日跨ぎ開催（オーバーミッドナイ

トレース）は、飯塚場は前年度より７日増え３６日、山陽場は２日増え３１日そ

れぞれ開催を行なった。 

一方、既存ファンの満足度の向上および新規ファン獲得のための施策について

は、施行者や選手会等関係団体との会議を随時実施しながら、山陽場では９月に、

飯塚場では３月にファン感謝祭が開催され、実施法人としても積極的に取り組み

協力を行なった。 

その他、４月に行われた九州内のサテライトのイベントでは使用競走車を運搬

して迫力あるエンジン音をファンに披露するなど、広報活動に協力することでよ

り一層のオートレースの普及に努めた。 

また、前年度から引き続き統一救護マニュアルをもとに、４車同時落車を想定

した救護訓練を実施するなど競走車を用いた救護訓練を定例的に行い、落車事故

発生時における迅速な選手救護及び残留競走車撤去のための指導を実施した。 

 

１．競走関係事業の実施 

  本財団は、小型自動車競走施行者から一括受託した業務を行い、競走関係事

業を着実に実施した。 

本年度、飯塚場における年間車券売上額は 30,485,955,200 円（対前年比

122.4%、ミッドナイト含む）、山陽場は 27,853,249,500 円（対前年比 108.1%、

ミッドナイト含む）、そのうち飯塚場での浜松市営借り上げ開催 647,674,800

円、山陽場での浜松市営借り上げ開催 1,315,285,000 円となり、年間入場者数

は飯塚場 81,336 人（同 96.2%）、山陽場 42,089 人（同 97.6％）であった。 

※山陽小野田市営開催は重賞式売上 2,307,576,500 円を含んでいる。 

 

   



 

                                         

 

（１）小型自動車競走の実施業務 

本財団は、飯塚市、山陽小野田市及び浜松市の３市（施行者）が開催する小

型自動車競走を各施行者との業務委託契約に基づき、公正、安全かつ円滑に競

走運営を実施した。 

令和７年度における施行者別の小型自動車競走実施状況は、次のとおりであ

る。 

  飯塚市営２０回（１６７日） 

・ＳＧ日本選手権（１０月） 

・ＧⅡミッドナイトチャンピオンカップ（３月） 

・ＧⅠダイヤモンドレース（８月） 

・ＧⅡオーバルチャンピオンカップ（１月） 

         ・ＧⅠ開設記念レース（１１月） 

         ・ミッドナイトレース（５３日） 

         ・オーバーミッドナイトレース（３６日） 

         ・その他一般戦 

 

浜松市営（飯塚）１回（４日） 

・オーバーミッドナイトレース（４日） 

 

        

  山陽小野田市営１８回（１５４日） 

         ・ＧⅠ令和グランドチャンピオンカップ（４月） 

・ＧⅡ小林啓二杯山陽王座チャレンジカップ（７月） 

・ＧⅠプレミアムカップ（９月） 

・ＧⅡ若獅子杯争奪戦（１０月） 

・ＧⅠスピード王決定戦（２月） 

・ＧⅡミッドナイトチャンピオンカップ（５月） 

         ・ミッドナイトレース（５４日） 

         ・オーバーミッドナイトレース（３１日） 

         ・その他一般戦 

 

  浜松市営（山陽）２回（８日） 

・ミッドナイトレース（８日） 

 

 

飯塚場においては、落雷による施設停電による中止（１０月４日ナイター開

催）により当初予定開催日数より１日減の１70 日の開催（施設等改善競走を含

む）を行った。また山陽場においては、場内の水道管漏水による中止（５月６



 

                                         

 

～９日ミッドナイト開催）、練習中のオイル漏れによる中止（２月２８日普通

開催）、悪天候による中止（８月９日ミッドナイト開催）、降雪による中止（２

月８日ＧⅠ開催）により７日減の１５５日の開催（施設等改善競走を含む）を

行った。 

 

 

（２）審判に関する業務 

審判業務にあたっては、公益財団法人ＪＫＡの定める「審判の要領」に従い、

常に冷静沈着にして節度ある態度を保持し、確固たる信念に基づき厳正に各施

行者の定める小型自動車競走実施規則を適用し、お客様及び選手の信頼を得る

よう正確かつ迅速な判定を行った。 

走路審判員については、定期的に判定映像を用いた研修を行い、判定基準の

習熟、審判技術の向上を図った。 

落車事故は飯塚場で３２件（対前年度比６件増）、山陽場で２１件（対前年

度比２２件減）、競走不成立は飯塚場で落車によるもの２件、落車に伴う走路

欠損によるもの 1 件、オイル飛散によるもの１件、周回表示機の不具合による

もの 1 件の計５件（対前年度比３件増）、山陽場では豪雨によるもの１件、停

電のため電子機器不具合よるもの１件、落車事故によるもの 1 件、の計３件（対

前年度比４件減）であった。 

 

（３）番組編成に関する業務 

番組編成にあたっては、公益財団法人ＪＫＡの定める「番組の要領」に従い、

公平無私の態度をもって選手、競走車の能力及び小型自動車競走の特性を的確

に把握し、公正安全な番組を提供した。飯塚場では、スーパースターガールズ

王座決定戦トライアル戦（初日１２レース）、ＳＧオールスターオートレース、

企画レースとして、３７期新人王決定戦を実施した。山陽場では、スーパース

ターガールズ王座決定戦トライアル第４戦・第６戦（ともに初日１２レース）

を実施した。 

 

（４）検査に関する業務 

競走車の検査にあたっては、公益財団法人ＪＫＡの定める「検査の要領」に

従い、競走中の事故を未然に防ぐため、使用競走車の確認及び出場適性の検査

確認として、前日検査、当日検査及び出走直前検査をそれぞれ綿密に実施した。 

故障車については、その原因を十分に調査し、その内容等について関係団体

へ速やかに報告した。 

 また、開催日数の増加に伴い競走車の輸送スケジュールに障害が生じる懸

念があるなか、ＪＫＡと日本梱包との協力を得られたことと保管庫を新設した

ことで、円滑にスケジュール調整を進めることができ、輸送を完遂することが



 

                                         

 

出来た。 

 

（５）選手管理に関する業務 

選手の管理にあたっては、公益財団法人ＪＫＡの定める「管理の要領」に従

い、選手を最善の状態で競走に出場させるため、選手の出場資格の確認、健康

状態その他出場適性の検査を行った。また、不正排除のため、管理地区への出

入り制限、携帯電話等の保管及び飲食物の持ち込み禁止の周知徹底を行った。 

また、引き続き新型コロナウイルス、インフルエンザ等感染症予防として前

検日には選手全員体温測定を行い、手指のアルコール消毒の徹底等、体調管理

には充分に留意した。 

選手宿舎関係業務にあたっては、選手宿泊心得に基づき選手への指導を行っ

た。宿舎内においても同様に各フロア出入口や食堂等に引き続きアルコール消

毒液の設置を行った。    

また、消防署協力の元、火災時における電話連絡対応および消火器を使った

消火訓練を年２回行い職員に火災時の対応を周知徹底した。 

その他、保健衛生及び環境整備に留意し、定期的に各部屋の煙霧消毒及び寝

具類の乾燥等を行うと共に、選手に提供する食事については、食堂業務委託業

者に対し衛生面及び栄養バランス等に配慮するよう監督指導を行い、食中毒対

策を徹底し、選手の健康管理、栄養管理を含め食事の充実を図った。 

    

２． 東西競走会の実務研修に関する事業 

  業務実務研修等として、東日本小型自動車競走会川口本部に職員３名を派遣

し実務研修を実施した。 

  また、飯塚場に東日本小型自動車競走会川口本部職員１名を受入れ、山陽場

に浜松支部職員１名、伊勢崎支部職員１名を受入れそれぞれ実務研修を実施し

た。 

 

３． その他の事業 

（１）選手会に対する支援 

一般社団法人全日本オートレース選手会西日本支部及び山陽支部の円滑な事

業運営と育成を図るため情報交換会を行った。 

                                                              

（２）選手共済会に対する支援 

一般財団法人全国小型自動車競走選手共済会の支部を担当し、各種給付事務

等を円滑に行った。  

（３）小型自動車競走振興法人との連携、支援 

小型自動車競走振興法人と連携を密にして活性化に努め、また過密開催の中、

第３９期候補生の実地訓練の協力を行った。 



 

                                         

 

 

（４）モーターサイクルスポーツ等に関する事業 

   山陽場では、「オートレーサーの特別授業」として、山陽小野田市立須恵小

学校で選手によるオートレーサーという職業についての特別授業が行われ、発

走前点検業務などレース業務を見学してもらうなど選手会と協力しオートレ

ースという職業を紹介する取り組みを行った。 

 

（５）諸会議 

  理事会、評議員会において、事業報告、収支決算、事業計画、収支予算及び

重要事項の審議決定を行った。また、定期的に幹部会を開催し情報や問題の共

有を深め、円滑に業務を実施した。 

 

 

 

会議名 開 催 日 議 事 

第４０回 

理事会

（臨時） 

令和７年４月１４日 ・臨時評議員会の日時及び場所並びに目的

である事項等ついて 

第４１回 

理事会 
令和７年６月５日 

・令和６年度事業報告及び同附属明細書の

承認について 

・令和６年度計算書類（貸借対照表及び正

味財産増減計算書）及び同附属明細書の

承認について 

・定時評議員会の日時及び場所並びに目

的である事項等について 

第４２回 

理事会 

令和７年６月２８日 ・会長及び常務理事の選定について 

第４３回 

理事会

（臨時） 

令和７年１１月２５日 ・役員報酬について 

第４４回 

理事会

（臨時） 

令和７年１２月１１日 ・役員報酬の改定について 

第４５回 

理事会 
令和８年２月１６日 

・令和８年度事業計画の承認について 

・令和８年度収支予算の承認について 

 



 

                                         

 

 

 

 

（６）人事、労務管理及び福利厚生 

人事については、本会の業務運営を十分考慮し、職員の適性、職場状況等を

勘案し、的確な人事配置を行うと共に、浜松市営借り上げ開催、開催日数の増

加、過密日程、飯塚・山陽同時開催、退職者１名発生等を勘案し、新たに職員

として採用 1 名、嘱託として常勤・非常勤あわせて１５名の採用を行い業務の

安定化を図った。また、役職員等の健康管理のため、本年度も医療機関による

健康診断を実施した。 

その他、職員及び開催従事員に対しコンプライアンス研修を行い、現代の職

場や生活における人権問題やハラスメントをテーマに個々の人権に対する意識

付けを行った。 

 

（７）施行者等との協力体制の強化 

   円滑な小型自動車競走の事業運営のため施行者及び包括的民間委託業者と連

絡を密に行い協力体制を構築した。その他飯塚場においては、施行者、包括的

民間委託業者及び選手会と共に立ち上げた運営協議会及び活性化委員会におい

て、レース事業運営について協議した。 

 

（８）持続可能な事業運営等の検討 

会議名 開 催 日 議 事 

第２７回 

評議員会 
令和７年４月２１日 

・役員候補者の選任について 

 

第２８回 

評議員会 
令和７年６月２８日 

・令和６年度事業報告について 

・令和６年度計算書類（貸借対照表及び

正味財産増減計算書）の承認について 

・役員の選任について 

・評議員の選任について 

第２９回 

評議員会

（臨時） 

令和７年１１月２０日 ・役員報酬について 

第３０回 

評議員会

（臨時） 

令和７年１２月１８日 ・常勤役員の報酬額の改定について 



 

                                         

 

   大幅なミッドナイトレース開催日数の増加（オーバーミッドナイト開催含

む）及び飯塚・山陽同時開催に対応するため、新たに採用した職員等の早期育

成を進めると共に、今後も職員等の新規採用時期を含め、効率的な組織体制を

整えて行く。 



 

                                         

 

令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 

 

令和８年６月                 

一般財団法人 西日本小型自動車競走会 


